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国内株式、外国株式、バランス型への資金流入が続く 

2018年 6月の国内公募追加型投信（ETFを除く）の推計資金流出入をみると、国内株式、外国株式、

バランス型への資金流入が続いた【図表１】。流入金額は、国内株式が 1,200億円、外国株式が 2,500

億円、バランス型が 1,400 億円であった。また、6 月は国内債券への資金流入も大きかった。ファン

ド・ラップ向けの国内債券ファンドへ大規模な資金流入があったためである。資産配分を見直し、国

内債券の比重を高めたファンド・ラップがあったようだ。その一方で、外国債券、国内 REIT、外国 REIT

からは資金流出が続いた。外国債券は大規模な資金流出が 5月から続き、流出金額が 1,500億円に迫

った。新興国債券（500億円弱）とハイ・イールド債券（300億円）からの資金流出が顕著であった。 
 

外国株式への資金流入が、2500億円を超えたのは 3月以来のことである。6月は資金流入が大きか

った上位のうち 8ファンドが外国株式であり、人気の個別ファンドでみても外国株式の人気が高かっ

たことが分かる【図表２】。さらに、8ファンドのうち 4ファンドがテクノロジー系のテーマ株ファン

ドであり【赤字】、テクノロジー系のテーマ株ファンドが外国株式の人気を牽引したといえるだろう。 
 

【図表１】 2018 年 6 月の国内公募追加型投信の推計資金流出入 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者集計。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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【図表２】 2018 年 6 月の推計純流入ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。 
 

【図表３】国内株式ファンドの日次推計資金流出入と日経平均株価の推移 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。 

 

国内株式の 1,200 億円の資金流入のうち、600 億円が中小型株アクティブ・ファンドへの資金流入

であった。ただ、中小型株アクティブ・ファンドへの資金流入は続いているが、流入金額は 1月の 1,400

億円をピークに鈍化してきている。 
 

また、国内株式の大型株ファンドにも 600億円を超える資金流入があった。ただし、株価と同様に

資金の出入りも激しい 1カ月であった【図表３】。月を通じては流入であったが、株価が上昇基調にあ

った 5日から 14日はパッシブ・ファンドを中心に資金流出が続いた。特に日経平均株価が 23,000円

目前に迫った翌営業日の 13日、14日の資金流出が顕著で、大型株ファンドから 13日は 100億円、14

日は 170億円の流出があった。6月も日経平均株価が 22,500円を超えた辺りから資金流出する傾向が

みられ、5月と同様に「日経平均株価 22,500円」が投資家に意識されていたようだ。 
 

確定拠出年金からの資金流入が増加 

バランス型への資金流入は 2カ月連続で 1,000億円を超えた。6月も、5月と同様に高頻度（毎月、

隔月）分配型のファンドへの資金流入が堅調で、700億円弱の資金流入があった。また、5月からバラ

ンス型ファンドでは DC（確定拠出年金）専用ファンドへの資金流入、つまり確定拠出年金からの資金

流入も増えてきている。DC 専用のバランス型ファンドには、5 月、6 月共に 300 億円を超える資金流

入があった。2カ月連続の 300億円超の資金流入は、確定拠出年金が始まった 2001年以来、初めての

ことである。 

ファンド名 運用会社
6月の推計

純流入
純資産

6月末時点
1位 次世代通信関連 世界株式戦略ファンド 三井住友トラスト･アセットマネジメント 450 億円 1,474 億円

2位 ワールド・フィンテック革命ファンド(為替ヘッジなし) 大和証券投資信託委託 362 億円 356 億円

3位 グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし) アセットマネジメントOne 300 億円 3,415 億円

4位 フューチャー・バイオテック 三井住友アセットマネジメント 212 億円 212 億円

5位 日本厳選割安株ファンド2018-04(繰上償還条件付) 三井住友トラスト･アセットマネジメント 176 億円 586 億円

6位 東京海上・円資産バランスファンド(毎月決算型) 東京海上アセットマネジメント 166 億円 4,008 億円

7位 netWIN GS インターネット戦略Bコース(為替ヘッジなし) ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 166 億円 1,430 億円

8位 UBS中国新時代株式ファンド(年1回決算型) UBSアセット･マネジメント 159 億円 669 億円

9位 アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示 アライアンス･バーンスタイン 150 億円 1,685 億円

10位 アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信C毎月(ヘッジあり)予想分配金提示 アライアンス･バーンスタイン 144 億円 949 億円
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今後も確定拠出年金からバランス型ファンドへの大規模な資金流入が続く、もしくは拡大するかも

しれない。5 月に制度改正（改正確定拠出年金法）があり、金融機関が用意する運用商品について、

元本確保型商品の提供が義務でなくなった。それに合わせて、初期設定商品を元本確保型商品からバ

ランス型投信に変更、もしくは導入企業に変更を推奨する運用管理機関が出てきている。2 カ月のみ

で判断することはできないが、5月、6月の DC専用バランス型ファンドへの資金流入増加は、そのよ

うな取り組みによる変化の兆しとみることもできる。 
 

2018 年上期は原油先物ファンドが好調 

6 月にパフォーマンスが良好であったファンドを見ると、NYSE FANG+指数に連動するファンドが最

も好調であった【図表４】。NYSE FANG+指数はフェイスブック、アマゾン、ネットフリックス、グーグ

ル（厳密には親会社のアルファベット）などの米ハイテク株に等金額投資する株価指数である。6 月

は米中貿易摩擦が懸念されていたが、米ハイテク株はそれらの影響が軽微だと考えられ堅調であった。

特に業績拡大期待が高まったフェイスブックやネットフリックスが指数の上昇に寄与したようだ。そ

れに加えて、指数に組入れられているテスラが、6 月にそれまで懸念されていた生産問題が改善する

との期待感が膨らんだことから株価が急反発したことも追い風になった。 
 

その他、6月は原油先物ファンドも好調であった【図表４：赤字】。6月下旬に OPEC総会やイランか

らの供給減少懸念などによって原油先物価格が大きく上昇した。原油先物ファンドは、その恩恵を直

接受けたといえる。また、2018年上期の高パフォーマンスのファンドを見ても、原油先物ファンドは

内外株式のアクティブ・ファンドに混じって上位にきている。2018年上期は「原油価格の上昇」が投

信の一つのテーマであったといってよいだろう【図表５：赤字】。 
 

 

【図表４】 2018 年 6 月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2018 年 6 月末残高 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
 

【図表５】 2018 年 1-6 月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2018 年 6 月末残高 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
 

（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 

ファンド名 運用会社
6月の
収益率

過去1年
収益率

純資産
6月末時点

1位 iFreeNEXT FANG+インデックス 大和証券投資信託委託 7.5 % --- 12 億円

2位 FANG+インデックス・オープン 大和証券投資信託委託 7.5 % --- 12 億円

3位 WTI原油先物ファンド(ロング・ポジション) アストマックス投信投資顧問 5.9 % 52.8 % 67 億円

4位 米国リート厳選ファンド(毎月決算型) 大和住銀投信投資顧問 5.8 % -2.9 % 12 億円

5位 ゴールドマン・サックス 米国REITファンドBコース(毎月分配型、ヘッジなし) ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 5.8 % 0.7 % 1610 億円

6位 東京海上・グローバルペット関連株式ファンド(為替ヘッジなし) 東京海上アセットマネジメント 5.7 % 14.3 % 11 億円

7位 ニッセイ/AEW・USリートファンド為替ヘッジなし(毎月分配型) ニッセイアセットマネジメント 5.6 % 0.4 % 30 億円

8位 東京海上・グローバルヘルスケアREITオープン(毎月決算型) 東京海上アセットマネジメント 5.4 % -9.8 % 21 億円

9位 HSBC メキシコ株式オープン HSBC投信 5.3 % -17.1 % 14 億円

10位 UBS原油先物ファンド UBSアセット･マネジメント 5.2 % 46.5 % 29 億円

ファンド名 運用会社
1-6月の
収益率

過去1年
収益率

純資産
6月末時点

1位 WTI原油先物ファンド(ロング・ポジション) アストマックス投信投資顧問 21.3 % 52.8 % 67 億円

2位 サイバーセキュリティ株式オープン(為替ヘッジあり) 三菱UFJ国際投信 21.3 % --- 42 億円

3位 サイバーセキュリティ株式オープン(為替ヘッジなし) 三菱UFJ国際投信 20.1 % --- 83 億円

4位 東京海上・ジャパン・オーナーズ株式オープン 東京海上アセットマネジメント 17.7 % 45.3 % 38 億円

5位 UBS原油先物ファンド UBSアセット･マネジメント 16.8 % 46.5 % 29 億円

6位 カレラ 米国小型株式アクティブファンド カレラアセットマネジメント 15.6 % --- 12 億円

7位 マネックス・日本成長株ファンド アセットマネジメントOne 15.6 % 47.8 % 53 億円

8位 フィデリティ世界医療機器関連株ファンド(為替ヘッジあり) フィデリティ投信 15.0 % 14.9 % 101 億円

9位 フィデリティ世界医療機器関連株ファンド(為替ヘッジなし) フィデリティ投信 13.6 % 15.8 % 160 億円

10位 MHAM新興成長株オープン アセットマネジメントOne 13.3 % 46.8 % 626 億円


